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平
成
元
年
に
入
職
し
た
私
の

初
日
の
仕
事
は
、在
宅
患
者
さ

ん
の
花
見
で
行
う『
北
国
の
春
』

の
体
操
を
お
ぼ
え
る
事
で
し
た
。

当
時
、花
見
の
事
務
局
だ
っ
た
佐

藤
和
子
さ
ん
か
ら
、「
第
一
回
日

本
高
齢
者
大
会
で
披
露
さ
れ
た

こ
の
体
操
な
ら
患
者
さ
ん
達
も

で
き
る
」「
寸
劇
も
や
る
よ
。
あ

な
た
千
昌
夫
ね
。
私
そ
の
母
親

役
」と
楽
し
い
宿
題
を
も
ら
い
ま

し
た
。

　
花
見
当
日
は
、職
員
や
組
合

員
だ
け
で
な
く
医
学
生
看
学
生

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
多
数
参
加

し
、花
見
山
の
阿
部
さ
ん
宅
の
大

広
間
を
一
杯
に
し
ま
し
た
。患
者

さ
ん
の
体
調
も
考
え
短
時
間
の

花
見
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、み
な

さ
ん
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
く
だ

さ
い
ま
し
た
。マ
イ
ク
を
向
け
る

と
「
本
当
に
生
き
て
て
よ
か
っ

た
。来
年
も
こ
の
花
見
に
参
加
し

た
い
な
ぁ
」
と
の
声
。一
緒
に
参

加
さ
れ
た
家
族
の
方
も
感
涙
さ

れ
て
い
ま
し
た
。介
護
の
制
度
が

整
っ
て
い
な
い
こ
の
時
代
、ご
家

族
の
負
担
は
大
変
な
も
の
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。花
見
の
最
後
に

『
北
国
の
春
』で
体
操
を
す
る
と

み
ん
な
の
笑
顔
が
満
開
に
な
り
、

「
な
ん
て
い
い
仕
事
に
就
い
た
ん

だ
ろ
う
。も
っ
と
こ
の
優
し
い
想

い
と
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
」

と
一
年
目
の
私
も
感
動
し
た
の

組合員活動部
松崎　聡

５

在
宅
患
者
さ
ん
の
花
見
と
北
国
の
春
体
操

で
し
た
。そ
れ
か
ら
は
花
見
の
最

後
は
こ
の
体
操
を
す
る
の
が
定

番
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
は
在
宅
患
者
さ
ん
の
花
見

は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、デ
イ
ケ

ア
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
班
会
の
体

操
と
し
て『
北
国
の
春
』体
操
は

伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
組
合
員

さ
ん
か
ら
も
「
こ
の
体
操
は
毎

回
や
っ
た
方
が
い
い
」「
老
人
会

で
も
や
っ
た
よ
」
と
評
判
で
す
。

震
災
で
避
難
さ
れ
て
い
た
方
々

に
も
「
ふ
る
さ
と
を
思
い
出
す

よ
。
と
て
も
い
い
」
と
の
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。『
北
国
の
春
』

の
曲
に
の
せ
て
、優
し
い
想
い
と

活
動
を
今
後
も
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

1990年　花見山の阿部さん宅大広間で

現在班会でもやっています。　霊山小石田班

　
二
〇
一
八
年
度
は
、安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、健
康
づ

く
り
の
活
動
な
ど
の
分
野
で

様
々
な
前
進
が
あ
っ
た
一
方
で
、

組
織
づ
く
り
や
事
業
経
営
の
活

動
は
厳
し
い
到
達
に
な
り
ま
し

た
。総
代
か
ら
は
、創
意
工
夫
を

福島県青少年会館（黒岩）福島県青少年会館（黒岩）

　第
五
十
三
回
通
常
総
代
会
が
、
六
月
二
十
二
日
に
コ
ラ
ッ
セ

ふ
く
し
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
議
案
に
対
し
て
闊
達
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
、全
て
の
議
案
を
全
会
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

第53回

凝
ら
し
た
組
合
員
活
動
の
実
践

や
、利
用
結
集
に
よ
る
経
営
改

善
を
訴
え
る
意
見
、患
者
利
用

者
に
喜
ば
れ
る
活
動
を
通
し
て

経
営
改
善
に
つ
な
げ
た
活
動
な

ど
の
積
極
的
な
意
見
が
数
多
く

出
さ
れ
ま
し
た
。組
合
員
、役
職

員
の
力
を
結
集
し

て
経
営
改
善
を
す

す
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
今
年
は
、福
島

医
療
生
協
創
立

五
〇
周
年
の
年
で

す
。
歴
史
を
振
り

返
り
先
人
の
想
い

に
心
を
寄
せ
る
中

で
、組
合
員
・
役
職

員
が
一
丸
と
な
っ

て
、事
業
と
運
動

の
展
望
を
切
り
開

い
て
い
く
こ
と
を

参
加
者
全
員
で
確

認
し
ま
し
た
。

（
詳
細
は
２
頁
）
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機関紙「ふくしま医療生協」はホームページからもご覧いただけます。   http://watari-hp.jp/seikyou/bulletin/bulletin.html放射線による健康影響の不安軽減のため、内部被ばく検査を受けましょう。
医療生協わたり病院ではホールボディカウンタによる内部被ばく検査を行っております 【お問い合わせ：医療生協わたり病院健診センター　℡.024-522-3446】

健診課課長　荒井良昭さん
　市民健診の胃カメラ検査
は、５月末には10月までいっ
ぱいになった。健診の予約の
取り方を組合員のみなさんと
考えていきたい。

ちょっと
いい話いい話
9

杉
妻
支
部

　佐
藤 

律
子

　
地
域
で
機
関
紙
を
配
っ
て

い
た
ら
、久
し
ぶ
り
に
近
所
の

方
に
会
い
ま
し
た
。「
な
に
し

て
る
ん
だ
？
」と
聞
か
れ
た
の

で
、「
医
療
生
協
の
新
聞
配
り

し
て
い
る
ん
だ
よ
」と
説
明
し

た
ら
、「
わ
た
り
病
院
は
夜
受

診
し
た
い
時
は
ピ
ン
ポ
ン（
イ

ン
タ
ー
ホ
ン
）を
押
せ
ば
開
け

て
く
れ
る
し
、と
て
も
親
切
に

し
て
く
れ
る
し
、俺
は
死
ぬ
ま

で
わ
た
り
病
院
に
お
世
話
に

な
る
ん
だ
」
と
言
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。知
り
合
い
に
わ
た

り
病
院
の
こ
と
を
良
く
言
っ

て
も
ら
え
て
嬉
し
く
、心
が
温

ま
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
医

療
生
協
の
機
関
紙
配
り
を
頑

張
っ
て
わ
た
り
病
院
の
良
さ

を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

え
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

機
関
紙
配
布
で
近
所
の
方
か
ら
�

機
関
紙
配
布
で
近
所
の
方
か
ら
�

　
六
月
二
十
四
日
わ
た
り
病
院
を

ス
タ
ー
ト
し
、雨
の
中
平
和
を
訴
え

て
行
進
を
し
ま
し
た
。五
十
名
以

上
の
参
加
者
で
し
た
。

　
八
月
七
日
〜
九
日

に
行
わ
れ
る
世
界
大

会
に
、組
合
員
一
名
、

職
員
一
名
の
代
表
を

送
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
平
和

へ
の
想
い
を
長
崎
に

届
け
て
も
ら
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
カ

ン
パ
も
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

国
民
平
和

大
行
進

霊山支部
平中廣治さん

南３階病棟看護師
菅野みなみさん

　
組
合
員
活
動
資
金
の
た

め
、『
島
原
手
延
そ
う
め
ん
』

を
組
合
員
特
別
価
格
で
販
売

い
た
し
ま
す
。50
ｇ×

36
束

４
，３
２
０
円
を
組
合
員
特

別
価
格
２
，９
０
０
円
と
し

ま
す
。ご
贈
答
用
と
し
て
も

最
適
。お
申
し
込
み
は
お
知

り
合
い
の
支
部
運
営
委
員
さ

ん
か
班
長
さ
ん
、ま
た
は
組

合
員
活
動
部（
５
２
２-

１
２
３
６
）ま
で
。

今
年
も

そ
う
め
ん
を

販
売
し
ま
す
！

財政活動にご協力ください

ご飯に混ぜて炊くだけ！
●もち麦　250g 500円
　食物繊維が白米の25倍。

●はだか麦　300g 500円
　食物繊維が豊富で腸内環境改善。

●黒米　200g 500円
　活性酸素を抑制するアントシアニ
ンが含まれます。

●かつおぶし　80ｇ 500円
　石巻から希望をあなたの食
卓に届けます。

●つながりのボールペン
1本 300円

　原町から想いをこめて手作
りのボールペンです。

お問い合わせは、福島医療生協組合員活動部522-1236まで

50周年
健康まつりを
成功させよう

50周年
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生
活
を
圧
迫
す
る
国
保
料（
税
）

　
国
民
健
康
保
険
は
被
雇
用
者

以
外
の
国
民
す
べ
て
が
加
入
す

る
医
療
保
険
で
す
。と
こ
ろ
が
保

険
料（
税
）が
高
く
て
家
計
を
圧

迫
、滞
納
者
が
二
〇
％
に
も
達
す

る
自
治
体
が
あ
る
な
ど
全
国
的

に
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。福
島
県
で
も
平
均
で
一

八
％
、五
万
二
千
余
世
帯
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
加
え
て
滞
納
者
に
は
保
険
証

に
代
え
て
資
格
証
の
発
行（
窓
口

10
割
負
担
）、保
険
証
の
取
り
上

げ
、資
産
差
し
押
さ
え
な
ど
も

急
増
し
て
い
ま
す
。こ
の
結
果
医

療
機
関
に
か
か
れ
な
い
、自
営

業
、生
活
が
困
難
に
な
る
な
ど
深

刻
な
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。

国
保
財
政
の
構
造
問
題

　
被
雇
用
者
が
加
入
す
る
協
会

健
保（
県
単
位
）、健
保
組
合
、共

済
組
合
は
雇
用
者
と
被
雇
用
者

で
保
険
料
を
負
担
し
ま
す
。一
方

国
保
は
各
世
帯
の
負
担
と
国
と

自
治
体
の
負
担
で
成
り
立
っ
て

お
り
、こ
の
中
で
国
の
負
担
が
一

九
八
四
年
に
削
減
、以
後
一
貫
し

て
抑
制
さ
れ
ま
し
た
。
国
保
加

入
者
は
創
設
当
時
、農
林
漁
業

者
、自
営
業
者
が
多
く
を
占
め
ま

し
た
。
現
在
は
七
十
五
歳
未
満

の
高
齢
者
、無
職
、非
正
規
労
働

者
な
ど
低
所
得
者
が
多
く
、財

政
が
ひ
っ
迫
し
た
結
果
保
険
料

が
ど
ん
ど
ん
高
く
な
っ
て
、今
で

は
、被
雇
用
者
の
加
入
す
る
保
険

料
と
比
べ
て
、一
・
四
倍
か
ら

一
・
七
倍
と
い
う
高
さ
で
す
。

国
保
料
算
出
方
法
の
問
題

　
伊
達
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

試
算
す
る
と
、収
入
が
夫
婦
で
四

百
万
円
、子
ど
も
二
人
の
四
人
世

帯
で
、三
十
九
万
三
千
円
で
す
。

実
に
収
入
の
一
〇
％
を
保
険
料

で
納
め
、さ
ら
に
受
診
す
る
と
三

〇
％
の
自
己
負
担
が
か
か
る
の

で
す
。

　
保
険
料
（
税
）
は
所
得
割
、世

帯
割
、均
等
割
の
三
つ
の
区
分
で

算
出
さ
れ
ま
す
。
所
得
は
収
入

か
ら
基
礎
控
除
し
た
後
の
額
に

定
率
を
掛
け
、世
帯
割
は
定
額

で
、均
等
割
は
世
帯
人
数
に
応
じ

て
算
出
さ
れ
ま
す
。い
ず
れ
も
各

自
治
体
の
国
保
財
政
に
応
じ
て

定
率
、定
額
を
決
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
結
果
、世
帯
人
数
が
増
え

る
と
高
額
に
な
る
と
い
う
問
題

が
生
じ
ま
す
。収
入
に
応
じ
て
一

律
に
決
ま
る
被
雇
用
者
保
険
と

の
大
き
な
違
い
で
す
。高
額
な
保

険
料
と
と
も
に
医
療
保
障
制
度

と
し
て
大
き
な
格
差
が
あ
る
こ

と
が
問
題
で
す
。

（
次
号
に
続
く
）
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す
ぎ
る
国
保
料
の

引
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下
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を

高
す
ぎ
る
国
保
料
の

引
き
下
げ
を

副理事長
齋藤 和衞
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総
代
会
で
の
発
言

総
代
会
で
の
発
言

飯野支部　安斎タミ子さん
　ちょっとした職員からの優しい声か
けが患者の気持ちをなごませます。言
葉にお金はかかりません。

吾妻支部
柳沼伸治さん
　累積損失の対策は
待ったなしの状況。患
者減少によるのであ
れば、私たちはお客で
はなく主役であるとの
意識で受診すれば黒
字へ転化できる。

ひだまり　松崎暁世さん
　ひだまりでは利用者が有意義に過ごせる施
設にしたいという思いから様々な企画をたて
ている。喜ばれる施設にし、経営にも貢献した
い。現在48室満室である。

渡利支部　山口孝子さん
　ももりん体操の参加者が増え、現在
60名ほどになっている。気軽に声かけ
できる場となり、様々な企画をたてや
すくなった。地域で仲間づくりが広
がっています。

清水南支部　久保田喜代さん
　ほぼ全組合員宅に機関紙を
配達できるようになった。これか
らもこの体制を維持するために
は、職員も自宅付近の機関紙配
布に参加してほしい。わたり病院看護長室　最上晋平さん

　看護師不足は大変になっているが、既卒
看護師に復職をうながす活動等をした結果
10名入職してくれました。

もちずり支部　和合周一さん
　お達者訪問をして高齢者の
生活状況がよくわかりました。
ゴミ処理、木々の伐採など、医
療生協も民生委員と同じよう
な役割を担って行かねばなら
ないと思います。

あづま支部　今野幸廣さん
　地域でアンケートをとった
ところ、送迎車があればわた
り病院に通院したいという
方がおりました。今後もアン
ケートを取り要望に応えてい
きたい。

看護介護部　佐藤 拓さん
　地域を発展させるようなわたり元気まつり
にしたいと、地域の事業所に声をかけた。地
元の農家なども出店してくれるようになり、
参加者は900名ほどになった。３年間で大き
く発展した。

蓬莱支部　松井貞子さん
　地域で支え合って暮らせる町づくりをめ
ざし他団体と協力し、健康祭り、文化祭、お
茶会などをやっています。子ども食堂わい
わいクラブは大変好評です。学生による学
習支援も考えています。

わたり訪問リハ
中村敦子さん・三浦弓彦さん
　病院から在宅まで切れ目の
ないリハビリを目指して取り組
んでいます。「家でのリハビリも
わたり病院」とおぼえてくだ
さい。

霊山支部　大橋廣子さん
　新しい班を３つ作ることが
できた。6月末にもう１つでき
る予定。

支部表彰
○優良賞　 渡利、南向台、大笹生笹谷、川俣、霊山

運営員会を10回以上開催し、全国4課題のいずれかに2つ以上を達成している支部。
１. 組合員ふやし年度目標　　２. 出資金ふやし年度目標
３. ５人以上または年度当初の1/3以上の担い手ふやし　　４. ３班以上の新班結成

○５０周年記念表彰　 ボランティアひだまり
表彰理由／デイサービスひだまりの高齢者のために、職員と連携しながら介護事業のサポートを行い、
ボランティア活動を行ってきた。医療生協活動の発展に貢献した。

班表彰
○優良賞

①班会５回以上開催し、組合員ふやし１０人以上または年度当初の班員数以上ふやし、社保活動に
も努力している班。

中央［若葉］、大笹生笹谷［さざんか］、大笹生笹谷［横堀］、川俣［古組］

②年に１０回以上の班会開催を２年間継続している班。

渡利［高谷］、もちずり［ストローク］、もちずり［オーロラ］、松川［西郷］、松川［どんぐり］、
大笹生笹谷［みどり］、大笹生笹谷［新町］、大笹生笹谷［すみれ］、清水南［御山］、あづま

［あじさい］、あづま［ミモザ］、川俣［あじさい］、川俣［ひまわり］、霊山［小石田］、保原
［姫］、保原［いきいき］、保原［久保］、梁川［ふれあい］

受賞されたみなさん、おめでとうございます。第26期役員選任
　医療生協わたり病院の院長交代に伴い、新院長を理事として補充す
るとともに、医師理事の体制を補強することとし、以下の理事が選任
されました。

●副理事長
　斎藤　紀（わたり病院医師、元広島中央保健生協福島生協病院院長）
●常任理事
　北條　徹（わたり病院院長、福島県民医連会長）

　私たちは、患者の方々と伴に、問題の解決に技
術と誠意をもって対応しなければなりません。患者
さんは、健康という基本的人権が失われ、人間と
しての尊厳が危機にあると同時に、悩みを抱えて
いる存在であることに想像力を働かせる必要があ
ります。
　私たちは、自分たちの限界も冷静に見つめながら、地域連携の中で、県
北地域における、高齢者や子どもの急性期医療に対応していきます。そし
て、今迎えようとしている高齢多死社会の中では、尊厳を持った生き方・亡
くなり方を求める要求が強くなっています。慢性期医療、リハビリ、在宅医
療、地域の医療機関・施設と共同で要求にこたえていきたいと思います。
　私たちは、日本国憲法が定める基本的人権を大切にし、時代に求めら
れる医療機関であることによって、地域の需要に応え、その事で経営を改
善し、また一層の医療要求に応えていくという良循環を展開して行きたい
と考えています。

　1. 外来在宅等が相互に連携し、かかりつけ医として機能充実。
　2. 内科疾患は、地域や高度医療機関と連携し、医療機能を充実。
　3. リハビリテーション医療の質を向上させ、通所・在宅等地域リハへも拡大。
　4. 地域包括ケア病棟を南４階から南３階病棟へ移し、外科医と協力し

在宅復帰を目指す。
　5. 緩和ケア病棟の医師体制を２名に。
　6. 在宅患者管理数の増加。
　7. 子どもの急性期医療と子育て支援機能の充実。
　8. 透析医療は地域と大学病院と協議しながら進める。
　9. 医療現場の実態を可視化し発信する。
10. 患者組合員と共同の営みを充実させる。
11. 人材育成に力を注ぐ。

2019年度からの外科の診療について

　2019年４月よりわたり病院において入院での外科手術については
行わないこととしました。これは、外科医の体制変更によるものです。
組合員の皆様には、大変ご不便をおかけして申し訳ありません。
　尚、外科外来や乳がん検診はこれまで通り行っております。また、
手術が必要な場合には、適切な医療機関に紹介してまいります。外
来にてご相談ください。また、外来で行う処置や簡単な手術は行うこ
とは可能です。

院長　北條  徹　

病院職員の基本的スタンスと
経営の改善について
院長としての方針（発言要旨）

医療生協わたり病院
院長　北條　徹
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機関紙「ふくしま医療生協」はホームページからもご覧いただけます。   http://watari-hp.jp/seikyou/bulletin/bulletin.html放射線による健康影響の不安軽減のため、内部被ばく検査を受けましょう。
医療生協わたり病院ではホールボディカウンタによる内部被ばく検査を行っております 【お問い合わせ：医療生協わたり病院健診センター　℡.024-522-3446】

健診課課長　荒井良昭さん
　市民健診の胃カメラ検査
は、５月末には10月までいっ
ぱいになった。健診の予約の
取り方を組合員のみなさんと
考えていきたい。

ちょっと
いい話いい話
9

杉
妻
支
部

　佐
藤 

律
子

　
地
域
で
機
関
紙
を
配
っ
て

い
た
ら
、久
し
ぶ
り
に
近
所
の

方
に
会
い
ま
し
た
。「
な
に
し

て
る
ん
だ
？
」と
聞
か
れ
た
の

で
、「
医
療
生
協
の
新
聞
配
り

し
て
い
る
ん
だ
よ
」と
説
明
し

た
ら
、「
わ
た
り
病
院
は
夜
受

診
し
た
い
時
は
ピ
ン
ポ
ン（
イ

ン
タ
ー
ホ
ン
）を
押
せ
ば
開
け

て
く
れ
る
し
、と
て
も
親
切
に

し
て
く
れ
る
し
、俺
は
死
ぬ
ま

で
わ
た
り
病
院
に
お
世
話
に

な
る
ん
だ
」
と
言
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。知
り
合
い
に
わ
た

り
病
院
の
こ
と
を
良
く
言
っ

て
も
ら
え
て
嬉
し
く
、心
が
温

ま
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
医

療
生
協
の
機
関
紙
配
り
を
頑

張
っ
て
わ
た
り
病
院
の
良
さ

を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

え
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

機
関
紙
配
布
で
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所
の
方
か
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�
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関
紙
配
布
で
近
所
の
方
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ら
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六
月
二
十
四
日
わ
た
り
病
院
を

ス
タ
ー
ト
し
、雨
の
中
平
和
を
訴
え

て
行
進
を
し
ま
し
た
。五
十
名
以

上
の
参
加
者
で
し
た
。

　
八
月
七
日
〜
九
日

に
行
わ
れ
る
世
界
大

会
に
、組
合
員
一
名
、

職
員
一
名
の
代
表
を

送
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
平
和

へ
の
想
い
を
長
崎
に

届
け
て
も
ら
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
カ

ン
パ
も
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

国
民
平
和

大
行
進

霊山支部
平中廣治さん

南３階病棟看護師
菅野みなみさん

　
組
合
員
活
動
資
金
の
た

め
、『
島
原
手
延
そ
う
め
ん
』

を
組
合
員
特
別
価
格
で
販
売

い
た
し
ま
す
。50
ｇ×

36
束

４
，３
２
０
円
を
組
合
員
特

別
価
格
２
，９
０
０
円
と
し

ま
す
。ご
贈
答
用
と
し
て
も

最
適
。お
申
し
込
み
は
お
知

り
合
い
の
支
部
運
営
委
員
さ

ん
か
班
長
さ
ん
、ま
た
は
組

合
員
活
動
部（
５
２
２-

１
２
３
６
）ま
で
。

今
年
も

そ
う
め
ん
を

販
売
し
ま
す
！

財政活動にご協力ください

ご飯に混ぜて炊くだけ！
●もち麦　250g 500円
　食物繊維が白米の25倍。

●はだか麦　300g 500円
　食物繊維が豊富で腸内環境改善。

●黒米　200g 500円
　活性酸素を抑制するアントシアニ
ンが含まれます。

●かつおぶし　80ｇ 500円
　石巻から希望をあなたの食
卓に届けます。

●つながりのボールペン
1本 300円

　原町から想いをこめて手作
りのボールペンです。

お問い合わせは、福島医療生協組合員活動部522-1236まで

50周年
健康まつりを
成功させよう

50周年
健康まつりを
成功させよう

生
活
を
圧
迫
す
る
国
保
料（
税
）

　
国
民
健
康
保
険
は
被
雇
用
者

以
外
の
国
民
す
べ
て
が
加
入
す

る
医
療
保
険
で
す
。と
こ
ろ
が
保

険
料（
税
）が
高
く
て
家
計
を
圧

迫
、滞
納
者
が
二
〇
％
に
も
達
す

る
自
治
体
が
あ
る
な
ど
全
国
的

に
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。福
島
県
で
も
平
均
で
一

八
％
、五
万
二
千
余
世
帯
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
加
え
て
滞
納
者
に
は
保
険
証

に
代
え
て
資
格
証
の
発
行（
窓
口

10
割
負
担
）、保
険
証
の
取
り
上

げ
、資
産
差
し
押
さ
え
な
ど
も

急
増
し
て
い
ま
す
。こ
の
結
果
医

療
機
関
に
か
か
れ
な
い
、自
営

業
、生
活
が
困
難
に
な
る
な
ど
深

刻
な
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。

国
保
財
政
の
構
造
問
題

　
被
雇
用
者
が
加
入
す
る
協
会

健
保（
県
単
位
）、健
保
組
合
、共

済
組
合
は
雇
用
者
と
被
雇
用
者

で
保
険
料
を
負
担
し
ま
す
。一
方

国
保
は
各
世
帯
の
負
担
と
国
と

自
治
体
の
負
担
で
成
り
立
っ
て

お
り
、こ
の
中
で
国
の
負
担
が
一

九
八
四
年
に
削
減
、以
後
一
貫
し

て
抑
制
さ
れ
ま
し
た
。
国
保
加

入
者
は
創
設
当
時
、農
林
漁
業

者
、自
営
業
者
が
多
く
を
占
め
ま

し
た
。
現
在
は
七
十
五
歳
未
満

の
高
齢
者
、無
職
、非
正
規
労
働

者
な
ど
低
所
得
者
が
多
く
、財

政
が
ひ
っ
迫
し
た
結
果
保
険
料

が
ど
ん
ど
ん
高
く
な
っ
て
、今
で

は
、被
雇
用
者
の
加
入
す
る
保
険

料
と
比
べ
て
、一
・
四
倍
か
ら

一
・
七
倍
と
い
う
高
さ
で
す
。

国
保
料
算
出
方
法
の
問
題

　
伊
達
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

試
算
す
る
と
、収
入
が
夫
婦
で
四

百
万
円
、子
ど
も
二
人
の
四
人
世

帯
で
、三
十
九
万
三
千
円
で
す
。

実
に
収
入
の
一
〇
％
を
保
険
料

で
納
め
、さ
ら
に
受
診
す
る
と
三

〇
％
の
自
己
負
担
が
か
か
る
の

で
す
。

　
保
険
料
（
税
）
は
所
得
割
、世

帯
割
、均
等
割
の
三
つ
の
区
分
で

算
出
さ
れ
ま
す
。
所
得
は
収
入

か
ら
基
礎
控
除
し
た
後
の
額
に

定
率
を
掛
け
、世
帯
割
は
定
額

で
、均
等
割
は
世
帯
人
数
に
応
じ

て
算
出
さ
れ
ま
す
。い
ず
れ
も
各

自
治
体
の
国
保
財
政
に
応
じ
て

定
率
、定
額
を
決
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
結
果
、世
帯
人
数
が
増
え

る
と
高
額
に
な
る
と
い
う
問
題

が
生
じ
ま
す
。収
入
に
応
じ
て
一

律
に
決
ま
る
被
雇
用
者
保
険
と

の
大
き
な
違
い
で
す
。高
額
な
保

険
料
と
と
も
に
医
療
保
障
制
度

と
し
て
大
き
な
格
差
が
あ
る
こ

と
が
問
題
で
す
。

（
次
号
に
続
く
）
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齋藤 和衞

原
水
爆
禁
止

二
〇
一
九
年
世
界
大
会

参
加
者
決
ま
る
！

原
水
爆
禁
止

二
〇
一
九
年
世
界
大
会

参
加
者
決
ま
る
！

総
代
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で
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発
言

総
代
会
で
の
発
言

飯野支部　安斎タミ子さん
　ちょっとした職員からの優しい声か
けが患者の気持ちをなごませます。言
葉にお金はかかりません。

吾妻支部
柳沼伸治さん
　累積損失の対策は
待ったなしの状況。患
者減少によるのであ
れば、私たちはお客で
はなく主役であるとの
意識で受診すれば黒
字へ転化できる。

ひだまり　松崎暁世さん
　ひだまりでは利用者が有意義に過ごせる施
設にしたいという思いから様々な企画をたて
ている。喜ばれる施設にし、経営にも貢献した
い。現在48室満室である。

渡利支部　山口孝子さん
　ももりん体操の参加者が増え、現在
60名ほどになっている。気軽に声かけ
できる場となり、様々な企画をたてや
すくなった。地域で仲間づくりが広
がっています。

清水南支部　久保田喜代さん
　ほぼ全組合員宅に機関紙を
配達できるようになった。これか
らもこの体制を維持するために
は、職員も自宅付近の機関紙配
布に参加してほしい。わたり病院看護長室　最上晋平さん

　看護師不足は大変になっているが、既卒
看護師に復職をうながす活動等をした結果
10名入職してくれました。

もちずり支部　和合周一さん
　お達者訪問をして高齢者の
生活状況がよくわかりました。
ゴミ処理、木々の伐採など、医
療生協も民生委員と同じよう
な役割を担って行かねばなら
ないと思います。

あづま支部　今野幸廣さん
　地域でアンケートをとった
ところ、送迎車があればわた
り病院に通院したいという
方がおりました。今後もアン
ケートを取り要望に応えてい
きたい。

看護介護部　佐藤 拓さん
　地域を発展させるようなわたり元気まつり
にしたいと、地域の事業所に声をかけた。地
元の農家なども出店してくれるようになり、
参加者は900名ほどになった。３年間で大き
く発展した。

蓬莱支部　松井貞子さん
　地域で支え合って暮らせる町づくりをめ
ざし他団体と協力し、健康祭り、文化祭、お
茶会などをやっています。子ども食堂わい
わいクラブは大変好評です。学生による学
習支援も考えています。

わたり訪問リハ
中村敦子さん・三浦弓彦さん
　病院から在宅まで切れ目の
ないリハビリを目指して取り組
んでいます。「家でのリハビリも
わたり病院」とおぼえてくだ
さい。

霊山支部　大橋廣子さん
　新しい班を３つ作ることが
できた。6月末にもう１つでき
る予定。

支部表彰
○優良賞　 渡利、南向台、大笹生笹谷、川俣、霊山

運営員会を10回以上開催し、全国4課題のいずれかに2つ以上を達成している支部。
１. 組合員ふやし年度目標　　２. 出資金ふやし年度目標
３. ５人以上または年度当初の1/3以上の担い手ふやし　　４. ３班以上の新班結成

○５０周年記念表彰　 ボランティアひだまり
表彰理由／デイサービスひだまりの高齢者のために、職員と連携しながら介護事業のサポートを行い、
ボランティア活動を行ってきた。医療生協活動の発展に貢献した。

班表彰
○優良賞

①班会５回以上開催し、組合員ふやし１０人以上または年度当初の班員数以上ふやし、社保活動に
も努力している班。

中央［若葉］、大笹生笹谷［さざんか］、大笹生笹谷［横堀］、川俣［古組］

②年に１０回以上の班会開催を２年間継続している班。

渡利［高谷］、もちずり［ストローク］、もちずり［オーロラ］、松川［西郷］、松川［どんぐり］、
大笹生笹谷［みどり］、大笹生笹谷［新町］、大笹生笹谷［すみれ］、清水南［御山］、あづま

［あじさい］、あづま［ミモザ］、川俣［あじさい］、川俣［ひまわり］、霊山［小石田］、保原
［姫］、保原［いきいき］、保原［久保］、梁川［ふれあい］

受賞されたみなさん、おめでとうございます。第26期役員選任
　医療生協わたり病院の院長交代に伴い、新院長を理事として補充す
るとともに、医師理事の体制を補強することとし、以下の理事が選任
されました。

●副理事長
　斎藤　紀（わたり病院医師、元広島中央保健生協福島生協病院院長）
●常任理事
　北條　徹（わたり病院院長、福島県民医連会長）

　私たちは、患者の方々と伴に、問題の解決に技
術と誠意をもって対応しなければなりません。患者
さんは、健康という基本的人権が失われ、人間と
しての尊厳が危機にあると同時に、悩みを抱えて
いる存在であることに想像力を働かせる必要があ
ります。
　私たちは、自分たちの限界も冷静に見つめながら、地域連携の中で、県
北地域における、高齢者や子どもの急性期医療に対応していきます。そし
て、今迎えようとしている高齢多死社会の中では、尊厳を持った生き方・亡
くなり方を求める要求が強くなっています。慢性期医療、リハビリ、在宅医
療、地域の医療機関・施設と共同で要求にこたえていきたいと思います。
　私たちは、日本国憲法が定める基本的人権を大切にし、時代に求めら
れる医療機関であることによって、地域の需要に応え、その事で経営を改
善し、また一層の医療要求に応えていくという良循環を展開して行きたい
と考えています。

　1. 外来在宅等が相互に連携し、かかりつけ医として機能充実。
　2. 内科疾患は、地域や高度医療機関と連携し、医療機能を充実。
　3. リハビリテーション医療の質を向上させ、通所・在宅等地域リハへも拡大。
　4. 地域包括ケア病棟を南４階から南３階病棟へ移し、外科医と協力し

在宅復帰を目指す。
　5. 緩和ケア病棟の医師体制を２名に。
　6. 在宅患者管理数の増加。
　7. 子どもの急性期医療と子育て支援機能の充実。
　8. 透析医療は地域と大学病院と協議しながら進める。
　9. 医療現場の実態を可視化し発信する。
10. 患者組合員と共同の営みを充実させる。
11. 人材育成に力を注ぐ。

2019年度からの外科の診療について

　2019年４月よりわたり病院において入院での外科手術については
行わないこととしました。これは、外科医の体制変更によるものです。
組合員の皆様には、大変ご不便をおかけして申し訳ありません。
　尚、外科外来や乳がん検診はこれまで通り行っております。また、
手術が必要な場合には、適切な医療機関に紹介してまいります。外
来にてご相談ください。また、外来で行う処置や簡単な手術は行うこ
とは可能です。

院長　北條  徹　

病院職員の基本的スタンスと
経営の改善について
院長としての方針（発言要旨）

医療生協わたり病院
院長　北條　徹
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●お問合せ
　福島医療生協組合員活動部
　℡.024-522-1236

無料 法律相談会法律相談会
●日　時
　毎月第２木曜日　１３：３０～１５：３０
　　　　　　　　※日にちは変更になる場合があります。

●場　所／医療生協わたり病院内
　事前申込制　℡. 024-522-1236
●相談員／あぶくま法律事務所弁護士

組合員のみなさんからの記事を
募集しております。
ご意見ご感想、身の回りのこと
などをお寄せ下さい。
素敵な作品なども
大歓迎です。

組合員のみなさんからの記事を
募集しております。
ご意見ご感想、身の回りのこと
などをお寄せ下さい。
素敵な作品なども
大歓迎です。

◆日時／8月7日（水）～9日（金）
◆場所／長崎市

原水爆禁止2019年世界大会

◆日時／9月8日（日）10：00～15：00
◆場所／福島青少年会館（黒岩）

50周年記念健康まつり

◆日時／9月21日（土）～22日（日）
◆場所／福島大学
　※21日記念講演　周防正行（映画監督）

松川事件70周年記念全国集会

◆日時／9月25日（水）～26日（木）
◆場所／郡山市ユラックス熱海多目的ホール
　　　　　　　／磐梯熱海温泉

第33回日本高齢者大会
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社会福祉法人わたり福祉会

介護職員初任者研修受講生募集中！
研修期間／9月7日（土）～11月30日（土）　※土・日・祝日での研修になります。
研修会場／特別養護老人ホームはなしのぶ他
定　　員／ 30名（応募者多数の場合選考あり）
受　講　料／無料（受講補償金として10,000円預かり、研修修了者には返金します。途中退校した場合、

返金は行ないません。）

締　　切／８月20日（火）
申し込み／法人各施設（はなひらの・はなしのぶ・はなみずき）にて、申込用紙を配布

しております。写真（タテ４㎝ × ヨコ３㎝）貼付の上、必要事項を記入し、
ご提出ください。

お問合せ先／介護職員初任者研修事務局（はなひらの内）
　　　　　℡.024-542-8755　（担当：高橋、 鹿股）

わたり福祉会ホームページにも詳細を掲載しております。　http://www.watari-fukushikai.jp
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